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臨床工学科技師長　　大谷　靖之
　平成20年も関係部署皆様のご協力を得て，大過
なく業務を行うことが出来ましたことに，この場
をお借りしてお礼申し上げます．
　今年4月には，工学科待望の技士1名が増員さ
れました．技士は今春，北海道ハイテクノロジー
専門学校を卒業したバリバリの新人で，留萌市出
身の関野貴洋といいます．当然？独身ですので，
各部署の特に女性の方のお誘いを心よりお待ちし
ております．なお，その際には要望がなくても，
もれなく技士長がダシとなってお供する所存です．
また今年は，4月中り原則業者による立会いが禁
止され，それに伴い工学科の業務もかなり変化し
た一年でした．
1．血液浄化業務
　平成20年の透析件数は約10，470件で，昨年より
約500件減少しました．これは例年に比べ，透析
導入される方が少なかったこと，枝幸国保病院を
はじめとする周辺透析施設での当院該当患者さん
の受け入れが進んだことが原因と考えられます．
　一方，工学科が病棟で行う血液浄化業務は昨年
より66件減少し107件でした．特に持続緩徐式i血
液濾過（CHF）およびEcum（除水）症例が減少
していることから，人工心肺症例の減少も原因と
思われます．
　また，病棟血液浄化では白血球除去療法（Leuko
CytAPhresis；LCAP）が，当院において初めて行
われました．
2．機器管理業務
　当科管理対象機器に対して行われた保守は，昨
年より31件少ない915件でした．また，機i器セン
ターに返却された機器や院内の様々な機器への点
検・対応件数は9，402件と昨年より127件増加しま
したが，保守内容は昨年とあまり変わりはありま
せんでした．
　平成19年4月の医療法改正において医療機器
安全使用に関する保守・点検が義務付けられ，ま
た平成21年に受診予定の医療機能評価において
もこの機器管理についてはかなり重要視されると
考えられます．
　医療機能評価では記録上での審査に重点が置か
れるため，当科でも現在まで行なってきた保守に
関する書類整備（電子媒体記録を紙媒体へ）など
を進めていきたいと思います．さらに点検内容の
質的向上を目指していきたいと思いますが，点検
専用機器がほとんどない現行では難しく，この面
での改善を病院に働きかけていきたいと思います．
3．手術室業務
　人工心肺使用手術症例は昨年より12例少ない
27例で，これは‘99年より工学科として人工心肺
業務を行うようになってから，最低の症例数でし
た．臨時症例が少なく，特に11月と12月の2ヶ月
間は定期・臨時症例ともなく，工学科は大変平和
に過ごすことができました．これに付随して，昨
年は！12例あった洗浄式自己血回収装置使用が今
年は66例と約半減しましたが，より大きな要因と
して腹部大動脈瘤手術自体が昨年より少なかった
ことと，この手術にもステントグラフト治療が行
われるようになったことが考えられました．
　また，今年は経皮的心肺補助（PCPS）が多く昨
年の倍以上である10件の症例がありました．人工
心肺を使用せずに冠動脈バイパス術を行い，循環
動態に応じてPCPSを使用するこの方法は，人工心
肺よりも侵襲が比較的軽く，セットアップも短時
間なためこの流れは今後も続くものと思われます．
　さて，この手術室業務は平成20年3月までは「腹
腔鏡下手術関連」「眼科白内障手術関連」「末梢血
管血流測定」を行っておりましたが，業者立会い
規制から当科業務を見直す過程で（ペースメー
カー業務開始など），この全てを手術室に移譲しま
した．
　このため手術室スタッフにとっては業務量が増
えて，大変な一年になりました．部署は異なりま
すが，手術室スタッフの増員を当科からもお願い
したいと思います．
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4．心カテ業務
　工学科的に症例カウント方法を今年4月より変
更したため，昨年との比較で若干の違いがあると
思いますが，今年は433件の心臓カテーテル検査
と107件の経皮的冠動脈形成術（PCI）が行なわれ
ました．心カテ業務は月水金の午前枠が増えたこ
とから昨年より約70件増加しました．
　また，PCIや脳神経外科，心臓1血管外科で行わ
れたステント留置術で使用する血管内超音波装置
（IVUS）症例は120例でした．これら心カテに関
連する業務は今後も増加し，当科業務でも大きな
ウエイトを占めてくると思われます．
　当科としてはIVUSでの読影精度上げていくこ
とと，心電図の解読トレーニングを行い，業務の
質的向上を図って行きたいと思います．
5．その他
　平成20年4月から業者のトレーニングを受け
て，8月よりペースメーカー外来（ペースメーカー
の点検）を一部開始しました．ペースメーカーの
業者が数社に渡り，それぞれの製品で用いるプロ
グラマー装置や操作が異なるため，まだまだ業者
の指導のもと行わなければならない状態です．平
成21年4月からは業者立会い有料化が完全に実
施されることから，出来るだけ早期に全メーカー
の点検を当科だけで行えるように，努力していき
たいと思います．
　また平成20年10月より稼動したICUですが，従
来予定していた血液透析・血液吸着（エンドトキ
シン・薬物中毒）・大動脈内バルンパンピング
（IABP）・PCPSと予定された業務内容の全てを
ICUで経験することができました．当科としては，
看護師の観察が行き届くICUでこれらの業務を行
なえることは，非常に有益です．
　今後もICUで行われる様々な治療に関して，微
力ではありますが最善を尽くしていきたいと思い
ますので，関係部署皆様のご協力を切にお願い致
します．
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